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新莽嘉量 に つ い て
＊

岩　田　重　雄
＊＊

は じめ に

　新莽 嘉量は西漢 （前漢 ：206B ．C．〜A．D．8）

の 帝位 を奪 い とり、新 （A．D．8〜23） を建て 王

莽 （45B ．C．〜A．D．23） が 作 ら せ た 度 量 衡 の 基 準

器で あ る 。 嘉とは美し くめでた い と い う意味で

O
、現代の 基 準器 に相当す る。

　新莽嘉量 は 始建 国 1 （A．D．9）年に 製作 され た

中国の 至宝 で ある。中国計量史上 の 貴宝
一
新莽

嘉量は 関増建 氏 に よ り、中国 の 計量界 関係者 の

た め に 書かれ た も の で ある
2〕

， 中国人 に はす ぐ

わか る内容 で も、日本 人 には多少解説 が 必要 で

あ ろ うとの 理 事会 の 決定 に よ り 、 筆者が 簡 単な

解説をす る こ とに なっ た。

著者 ・訳者 ・「中国計量」

　著者の 関増建氏 は 1956 年 に河 南省の 鄭州市

に生 まれ た 。
1978 年に西 安 市 の 西 北 工 業 大学物

理学科を卒業 し、1984 年 に合肥 市 の 中国科学技

術大学 よ り科学史 博士 の 学位 を受領 し た 、，1990

年か ら鄭州 大 学 へ 移 り、教授 、文 博学院院長 を

経 て 、2000 年か ら上海交 通 大学科 学史与科 学哲

学系 教授、博士生導師、人 文学院副院長 、さら

に上 海 市科学技術 史学会秘書長 を歴任 され て い

る 。 1999年以来、日本計 量史学会 の 会員に な ら

れて い る。

　 そ の 研 究範囲は きわ め て 広 く、そ の
一

部 で も、

中国 占代計 量 理論 、計量 単位決 定 の 科 学的 過 程 、

天 文計 量 史 、 中国 の 計量 と科学 の 発 展過 程 にお

ける関係 、古代中国の 計量と社会 の 相互 作用、

中国 と東 ア ジ ア 諸 国 の 計 量交 流 史な ど多岐に わ

た っ て い る 。 また財団法人 松下 国際財団は 1998

年以来、研究助成 を行 うな ど 、 そ の 業績 は国際

的に も高 く評価 され て い る 。 そ して 中国計量 史

界 で は 丘 光 明 氏 と 双 璧 と され て い る 方 で あ る。

　訳者 の 加島淳一郎氏 は東京外国語 大学中国語

科を 卒業され た。現在、流量 計メ
ー

カ
ー

の 株式

会社 オ
ーバ ル の 取 締 役会 長 で あ る 。 同社 は 中国

に も合弁会社が あ る 。 同氏 は 日本 計量機器工 業

連合会副 会長 、日本計 量 振興協会副会 長 を務 め 、

同 時に 日中計量定期協議会の 日本代表 と して 、

何 度 も中国訪問 を され て い る。「計量 史研 究」に

は 5 年 前か ら丘 光明 氏 と関増建氏 の 研 究 され た

計量史 の 翻訳 を掲載 し て お ら れ 、そ の 名訳は 会

員間で は定評があ る
！l”10〕。

　 「中国計量」 は 中国計量測試学会が 発行 して

い る雑 誌で あ る。そ の 内容 は管理篇、技術篇、

情報篇 に分類 され 、2002 年 10 期 か ら計 量 史話

が登 場す る こ とに な っ た。そ の 内容は計量 史に

関す るあ らゆ る分野 を短 文 は 1000〜2000 字、長

文 は 3500 字 以 内 に ま とめた も の で あ る ，、10 期

に は関増建氏 と丘 光明 氏 が投稿 し て い る
iL〜12｝

。

新莽嘉量以前の 嘉量

　現 在 の 山東 省近 くに斉 が あ っ た 。 春 秋 時 代

（770 〜476　B．　C．）に斉の 容 量制度は 1 升 の 上 の

単位が 4 進 法 で あ っ た とされ て い る。春 秋 末期

に 5 進 法 とな り、戦 国時 代 （475 〜221B ．C．） に

10 進 法 に な っ た 。 そ の 後 、 斉 の 使節団 が 秦に こ

の 制度 を伝 えた 。 当時 、秦 の 孝公 に仕 えて い た

商鞅 （？ 〜338B ．C．） は 359　B，C．年以 降に 数多
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く の 改革を行 な い 、348B ．C．年 に度量衡 を統
一

した 。 しか し商鞅 は ざん 言に よ っ て 刑死 し た。

こ の 制度は秦 王 の 政が 全土 を統
一

し、秦 （221

〜206B ．　C．） を建 国 し た 後、始皇帝 （247 〜210

B．C．） の 名 で 全国に公 布 され た
13’−15 ）。

　斉 の 技術者 が春秋か ら戦国時代に か けて作 っ

た とされ る 考工 記 と い う古文 書が 伝わ っ て い

る
16）。そ の 内容 は 木 工 芸 、金属 工 芸 、 皮革工 芸 、

絵画 ・染織 工 芸 、玉 石 ・骨 工 芸、製陶工 芸 の 6

群 と 30 の 工 種 に分類 され て い る 。

　金属 工 芸 の 栗 氏 は枡 を作る に 当 り、原料の 銅

と錫 を別 々 に溶 融 し、そ の 都度 、質 量
］7） を秤

量 し、質量 が減少 し なくなる まで 精製 をく り返

し た。最大 の 枡 は 円筒状で 、1 尺 4 方 の 正 方 形

に外 接 した 円周 が あ り、深 さを 1尺 と して い る。

そ の 容量 は 1 黼 で あ る 。 そ の 底 部は深 さ 1寸 で 、

そ の 容量は 1 豆 で あ る 。 そ の 耳 は深 さ 3 寸 で 、

そ の 容量は 1 升で あ る。全体 の 質 量は 1 鈞 に し

て い る。す なわ ち枡 の 形態 を して い る が 、長 さ、

容量、質 量の 基準器 で あ る 。 音律 との 関係 は こ

の 器 を叩 く と黄鐘 の 官 の 音がす る と して い る 。

容量 をは か る ときは枡 の 上 に盛 り上 げ て 容器 の

縁で な ら して 平 にす る 。 嘉量 は こ の 当時作 られ

た用語 で ある 。 図 は散逸 して い て形 に は多 くの

説が あ るが、図 1 はそ の 1例 で ある 。

製作者　劉欹
　 リュウキ ン

　 劉 敵 （46B ．C．〜A．D．23） 18）
は 西漢 （前漢）

の 宗室 の 出身 の 劉 向 （77〜 8B ，C．） の 末子 と し

て 生 まれ た。宮中 の 書庫 を 充実 させ た 成 帝 （33

〜7B ．C．）か ら書籍 の 校 勘を命 じ られた父 と共

に 仕事を し た。劉 向は 王 氏が権力 をほ し い まま

にす るため、劉氏 を危 うくす る とい う旨を 、 陽

朔 2 （23B．C．）年 に上 書 し た が 用 い られ なか っ

た 。劉歃 は父 の 死 後 に哀帝 （7〜1B ．C．） の 命に

よ りそ の 業 を継 ぎ 目録を 完成 させ た 。そ の 後、

彼 は暦 象 を司 る官 とな り、列 侯 に 封 じ られ た。

王 莽が 新を建て て か ら 、 は じめ 文章 を つ か さ ど

り 、 始建 国 1 年に音階 の 体系 を基 に新莽嘉量 な

どの 計量器 の 製作 を指導 した。 こ の 年 に作 られ

た 数多 くの 計量器 が発 見 され て い る。世界最古

の は さみ尺 もあ っ た。

　劉歃 は国師 とな っ た が 、王 莽 を誅 し よ うと し

て 発覚 し自殺 した。劉敵 は建 平 1 （6B ．C．）年

に 名を秀 と改めた が 、82 年 に成立 した漢 書の 撰

者、班 固 （32〜92）が光武帝 の 諱の 秀 と同 じな

の で 、は ば か っ て そ の 年代以 後 も敵 と し た。後

世 もこ れ にな ら っ て い る。

　 「島漕O り
bd −

†0 丿亀●■卩 們L凵」’ト」」q 宀 メL 」r

蝋 ．、 か99 の A

図 1．栗 氏 嘉 量
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王 莽

　王 莽 （45B ．C．〜A．D、23）は 西漢の 元帝 （48

〜33B ．C．） の 皇后 の 弟 の 子 で 、平帝 （lB ．C，

〜A．D．5）を毒殺 し 、 後に国 を奪 い 新 （A，　D．8〜

23） を建て た。始建国 1 （A』 ．9）年 に新 の 王 莽

が嘉量を基準器 と した の で 、後世で は こ れ を新

莽嘉量 と稱 し た、王 莽は その 際 、詔書下 した 。

そ の 内 で 計量 に 関する部分 は 、
「（前略）量 を考

え るに はか りを以 てせ よ。（中略）方を考 えるに

さ しが ね に の っ とるよ うに し、（中略）五 星の 運

行 を考 え るに は水 時計を用 い よ。度を考 えるに

縄 を用 い る よ うに し、ま た 土地 の 里 程 を主 司 し

て 地 を平 に し 、水を流れ を治 め よ。（後略）」 で

あ っ た。

　 天鳳 4 （A．D．17）年に 王 莽 は罪人 を捕え 、 屠

殺者に解剖 させ た 。 そ し て 内臓 を計量 させ 、竹

の へ らで経絡 を調 べ させ て これ に よ り病気 を直

す こ とが で き る とい っ た。同 じ年の 8 月に 王 莽

は銅合金で 威斗 とい う物を作 らせ た 。
こ れ は柄

が北 斗七 星 の ひ しゃ く形を した長 さ 2 尺 5 寸の

枡 で あ る。外出する時 は こ れ を背負わ せ て 王 莽

の 前 を歩 かせ 、室内に い る時はそ ばにお き災禍

を免 れ る と信 じた。最 終的 に新 は 西漢 の 景帝

（156〜 143B ．C．）の 子 孫 の 劉秀 （後 の 光武帝）

に 亡ぼ され た が、王莽 は威 斗をそ ば か らは な さ

なか っ た 。 戦 の 際 に府庫は 完全に 残 っ た の で 、

新莽嘉量 は 東漢 （後 漢 ・25〜 220） の 手 に 渡 っ

た もの と思われ る。

劉徽
　 リュウ 　 ？

　劉徽は魏 （220〜265）か ら西晋 （265〜316）

に か けて 活躍 し た 生没年不詳 の 数学者 で あ る 。

紀元前後 1 世紀 ごろ に成立したと され る 九章算

術 の 註 を魏 の 景元 4 （263）年に 書い た と され て

い る。劉徽の 註で 特に 目を引 くの は 円周 率で あ

る。九章算術で は 円周率 と し て 3 を用 い て い る

が、劉徽は 「私 の 計算法 で は 」と して 3．14 を使 っ

て い る。特に方 田 の 章の 第 32問の 註に は 3．1416

まで計算 し て い る。劉徽は 九章算術に欠 けて い

る重差術 を海 島算経 と して著 した 。
こ れ は海中

の 島ま で の 距離や山の 高 さを 2 本 の表 （日影柱）

を使 っ て 測 量 す る方法を記述 し た もの で あ る 。

因み に 日本 の 8 世紀前半に成立 し た養老 令 の 解

説 書 の 令義解 （834 年か ら施 行） に は 、学 生 に

習わせ る算経 9 種 の 中に九 章算術 と海 島算経が

含まれ て い た 。

　 九 章算術 の 方田 の 章の 第 32 問 と商功 （長 さ を

は か る意味）の 章 の 第 28 問 の 註 に は 、「晋 の 武

器庫に 漢 の とき王莽 の 作 っ た銅斛が あ る 」 と い

うこ とが記載 され て い る。

新と三 国 ・魏の 度量衡

　劉復は 1928 年 4月 に 日本 の 京都 で開催 され た

東亜考古学会で メー トル 法に よる新 莽嘉量 の 計

量 値を発表 した
IP〕

。

一部に 誤植 と 誤 算が あ り、

有効数字に 問題が あるが 平均値 を表 1 と 2 に 、

また断面 図を図 2 に 示 し た。

表 L 新莽嘉量 の 質量 ft　2．新莽嘉量 の 容量 と長 さ

2鈞 13600．　　　　　 g 容 量 （cm3 ） 長 さ （c皿 ）

1鈞 6800，　　　　 g 単位 井 戸水に よる

　 実測値
計算値 上径 下径 辺 深 中深

1 斤 226 ．6666 　　 g

1 両 14．16666　 g 籥 10．65010 ，551 3，3163 ．1461 ．176L397

1銖 0．5902778g 合 21．12520 ，543 3，3573 ．2232 ．2922 ．541

升 19L825191 ，433 6．5566 ，弖325 ．7625 ．797

斗 2，012．5 L888．5532 ，70832 ．4212 ．1282 ．407

斛 20，
097．5 19，520．432 ．998　 32．89822 ．9922 ．80
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　　　　　　　　　　　　　　　斛
倉　（深さ1寸）
　　　　　　　　　　　　　 ‘漂さ1尺》

升　（躍さ2、5寸

禽 （躍さo．5寸｝

斗　（深 さ1寸》

図 2．新 莽 嘉 量

　新莽嘉量 と劉徽の 註 した九章算術 、 彼の 著 し

た海島算経を 見て も、新と三 国 ・魏の 度量衡制

度は変わ っ て い ない 。質量 の 単位 間 の 関係 は 24

銖 ＝ 1 両、16 両 ＝・1 斤 、30 斤 ＝1 鈞で あ る。新

の 1 両の 平均値 は 14．3g で 、三 国 ・魏の それ は

14．2g で あ っ た 。 容 量 の 単位間の 関係 は 2 龠 ； 1

合、10 合＝1升、10 升；1 斗、10 斗＝1斛で あ

る 。 合は 龠をふ たつ 合わせ る こ とか ら単位名が

つ け られ た 。新 の 1 升 の 平均値 は 200c 皿
3
で 、

三

国 ・魏 の それ は 204c皿
3
で あ る。晋以 降は 急激 に

容 量 が増加 す る 。 長 さ の 単位間 の 関係は 10 分＝

1 寸、10 寸 ＝ 1 尺 、6 尺 ＝ 1歩 、
10 尺 ＝ 1 丈 、 300

歩 ＝1 里 で あ る 。新の 1 尺 の 平均値 は 23，1　cm で

三国 ・魏 の それ は 24．・2　cm で ある
2D〜24）

。

　歩測は 古今東西 で長距離を はか る最 も有力 な

方 法 で あ っ た。中国の 歩 とい う文字は 左 右の 足

跡 の 象形 で 、左 右の 足 を各 1回前 に踏出 した時

の 合計 の 長 さで あ る 。 古代 ロ
ー

マ の 単位 の パ ソ

ス ス （passus ：英語 pace ）に相 当 し 、長 さは 147．8

c皿 で あ っ た 。 そ の 1000 倍は ミ ッ レ ・パ
ソ ス ム

（mile 　passum ）で 、長 さは 1，478　kmで ある
25）

。

現在の ヤ
ー

ド・ポ ン ド法の マ イル （mile ）の 長

さは約 2000 年 後に 1．609   に な っ た 。 人類は 数

千年間 で 大き な体格 の 変化 は し て い ない 。一方、

1 尺 の 長 さは社会秩序 の 変動 に よ り大きな変化

を し て い る
26）。紀元 前 13 世紀以前 の 中国の 1

尺 の 長 さは 17．　3　cm で 、8 尺 二 1 歩 で あ っ た。そ

の 後 、1 尺 の 長 さが 伸長 す るに したが っ て 、1

歩の 長 さは 7 尺、6 尺 、5 尺 と変化 し た が 、300

歩 ＝ 1里 の 関係は 変わ ら な か っ た
2了〜29）

。新 と 三

国 ・魏の 時 代は 6 尺：＝ 　1 歩の 換算で あ っ た。新

は 1歩が 138．6c皿 、 三国 ・魏の それ は 145．2cm

で あ り、1里 の 長 さはそれ ぞれ 415 ，8m と 435．6

m で あ っ た。中国大陸 と朝鮮半島、日本列島で

は 同
一

の 長さ の 尺度 を使用す る の に 多少の 年代

の ずれ はあ るが 、 大 差は なか っ た
3°
一’31｝

。 因み に

現 代 日本人 （45 歳 ・身長 165c 皿 ） の 1 歩 の 平均

値 は 143．　6　cm で 、300 歩 ＝1里 とすれ ば 430．　8m

とな る
32）

。 三 国 ・魏 の 時代に東 ア ジア で短里 が

使用 され た とい う説 が 一部に あ る が 、そ の よ う

な事実 はな い 。西 晋の 武器庫 は元興 5 （295）年

に 火 災とな り、新 莽嘉量は行 方不明 とな っ た。

前秦か ら清まで

　前秦 （351 〜394） の 苻堅帝 （357 〜385 ）が 襄

陽を攻 め た時、道安 （314〜385）を捕 らえ長 安

の 五 重寺 に 住ま わせ て い た。道安は 釈迦の 弟子

で あ る こ とを表わす た め に、最初に釈 とい う姓
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をっ けた僧で ある
33｝。長安 の 市場 で 売 っ て い た

斛枡 を入 手 した苻堅 は 道安に 聞 い たと こ ろ 、道

安はそれ が新莽嘉量 で あ る と い い 、そ の 構 造 を

説明 した。こ の状況 を の べ た 南朝・梁 （502〜 557）

の 高僧伝 （519 成立）は 構造 を誤 っ て 書 い て い

る。道安の 死後大分た っ て い る の で 、伝聞が誤 っ

て い た の で あ ろう。そ して前秦の 滅 亡 によ り新

莽嘉量の 行方 はわか らなくな っ た。

　清 （1644〜1911）の 北京 の 紫禁城 （1417 造 営）

内で 、18 世紀 に な っ て 新莽嘉量が 発 見 され た 。

乾隆帝 （1735 〜1795） は こ れ にな らっ て 、断面

が 円形 と方形の 清嘉量 を乾隆 5 （1744）年に作

らせ た 。1924 年に 清朝最後 の 宣統帝 （1908 〜

1912） で あっ た溥儀 （1906〜1967） が紫禁城を

退去 した翌年、弁理清室善後委員会 と い う調査

団に よ り坤寧宮の 台所 で油 と煤に まみれ た新莽

嘉量が発 見 され た
34，。当時 こ れ に 対す る 多く の

研 究 が行 われ た 。 表 1 と 2 の 劉復 の 研 究 もそ の

ひ とつ で ある 。 そ して 北京の 紫禁城 は 1925 年 9

月か ら故宮博物院として公開 された
・a5＞

。

1931年か ら現代まで

　満州事変か ら日中戦争ま で の 日本の 中国侵略

（1931〜1945） とそれ に続 く国 内戦争 （1945〜

1949）は、新莽嘉量 は じめ故宮博 物院 の 文物 に

大 きな影響を与 えた。1933年か ら故宮博物院 の

文物 13，491 箱 とそ の 他の 文物 6，　066 箱、合計

19，557 箱は 、戦火 を逃れ 中国 の 奥地 を転 々 と移

動 した 。 そ の 後 93箱増加 し 19，650箱 にな っ た 。

1949 年 に 台湾に到 着 した時 、故宮博物院の 文物

は 22％ の 2，972 箱 にな っ て お り、新莽嘉量もそ

の 中に 入 っ て い た 。そ し て 1965 年 10 月、台 北

に 故宮博物院が設 立 され 、61 万点の 文物が所蔵

され た。

　筆者 らは 「度量衡の 故里、中国 を訪ね る旅 」

を計 画 し、1996年 3〜4 月に 中国 大陸を 9 日間

の 日程 で 旅行 した
36 ｝

。 幸い 丘光明氏、関増建氏

を は じ め、多くの 方 々 の 協力が あっ た の で 大 き

な成果が え られ た 。1996 年 8 月 に 日本 計 量機 器

工 業連合会 専務理 事 の 山崎信雄氏 と筆者は、第

2 回 の 旅行先を台湾 とす る こ とに
一

致 した。11

月 に台北の 経済部 ・中央標準局 、故宮博物院 ・

科学技術 室 、新竹 の 工 業技術研究院 ・
量測技術

発 展中心 に連絡 の 手紙 を出 し快諾の 返事 をえた 。

さら に 12月 に 日程は 1997 年 4A 下旬 の 7 日 間

と し、見学す る計量器 の 中心 は新莽嘉量 であ る

旨連絡 した と こ ろ、新莽嘉量 は米国内の 展 示 の

ため貸出 し中で、当分の あ い だ帰 っ て こ ない と

の連絡が 故宮博物院か らあ っ た の で 計画を中止

し た 。

最近の 研究 と未来を見 つ め て

　最近 23 年 間 の 新莽嘉量 と直接 ・間接に 関係

の ある研究 の 内で 主な もの を註
3T〜51）に 示 し た。

こ れ らの 研究の 大部分 は 1920 年代に 行われ た

計量値を基に行われて い る。また過去 の も の は

必ず しも新莽嘉量 の 包括的な研究とは い い がた

い。そ の た め に 基礎 となる の は最新 の 計量器 を

使 用 して 各種の 計量 を行な うこ とで ある 。

　た とえば非破壊 に よる材質や 内部構造 の 検査 、

音響学的方法に よる音律 と度 量衡標準 の 関係、3

次元座 標測定機に よ る長 さの 計量、空気 で 飽和

した純水 と電子はか りに よ る容量お よび音響 式

容積計に よ る容 量 の 計 量、電子は か りに よ る全

質量 の 計量な ど で あ る
52〜53）。なお こ れ らの 計量

終了後に年 々 悪化する環境に対処す るため、洗

浄後に防錆処理を行な う必要 が ある。そ して こ

れ らの 計量値が 公 表 され れ ば、製造後 2000 年

た っ て は じ め て 新莽嘉量 と漢代 の 計量、さ らに

当時 の 科 学技 術の研究 が世界的規模で 行われ る

もの と思 わ れ る 。

おわりに

　新莽嘉量 は古代中国人 の 叡智の 結晶とい うべ

き中国の 至宝 で あ り、世界の 至宝で もある。数

奇な運命 に もて あ そ ばれ た新莽嘉量 の 安泰 と共

に 、 人類の 永遠 の 平和 を願わずに は い られない 。
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